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2024 年 JAICOH 秋の研修会のお知らせ 

 

・日 時：2024 年 11 月 24 日（日）14:00～17:00 

・会 場：ワイム貸会議室お茶の水 ROOM E 

・プログラム 

 13:30 ～ 受付開始 

 14:00 ～ 研修会 

“グローバルヘルスの現場から見えたこと 

-口腔外科医からグローバルヘルス専門家へ、 

二つのキャリアを経験して-” 

 17:00 ～  懇親会 

・会費：会員 2,000 円、非会員 3,000 円、学生無料 

・参加登録：https://forms.gle/wereohAoGwFvhcA17 
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ご挨拶 

歯科保健医療国際協力協議会（JAICOH）は特定非営利活動法人（NPO 法人）として 2023 年

8 月 31 日に法務局からの認可を受け、1990 年より活動を継続してきました。 

2024 年度に入り、4 月 7 日には第 1 回目の総会を開催し令和 5 年度の決算が承認されまし

た。同日、春の研修会を開催しました。その内容は、久保田悠先生（神奈川県立保健福祉大学ヘ

ルスイノベーション研究科）から「東南アジアでの口腔保健活動」について講演をしていただき

ました。 

7 月 15 日には第 2 回目の総会を開催し会則により役員の改選を行い全員再任され、次に令和

7 年度予算案が原案通り承認されました。同日、第 34 回歯科保健医療国際協力協議会 JAICOH

の学術集会が開催されました。始めに久保田歯科口腔外科医院院⾧・佐賀大学臨床教授 久保田 

英朗 先生が「歯科医ができる国際医療援助」の内容で講演され、続いてシンポジウム「我ら歯

科医療者ができる国際協力とは？」をテーマに小川允知先生、有松ひとみ先生、朱薫子先生から

のご講演をいただき、その後久保田先生も加わり小川祐司先生がリードする形でディスカッショ

ンを行い、今後、会員が国際歯科協力を行う上での活発な討論が行われました。その後懇親会を

開催し終了致しました。 

今後とも多くの国際協力を行う個人、団体にご参加いただき世界の発展途上国の歯科医療の向

上を目指し、貢献したいと考えています。 

各団体、会員の皆様、参加された多くの方々には今後とも協議会の活動にご理解をいただきよ

ろしくご支援をお願い申し上げます。 

 

非特定営利活動法人歯科保健医療国際協力協議会（JAICOH） 

Japan Association of International Cooperation for Oral Health 

河村康二，白田千代子，深井穫博 
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総会報告事項 

《第一回総会報告》 

令和 6 年度第 1 回総会は、2024 年 4 月 7 日（日）、ワイム貸し会議室お茶の水で開催いたしま

した。 

報告事項として、JAICOH ロゴマークについて村居正雄先生と著作権利用許諾証書を令和 5 年

11 月に取り交わしました。 村居正雄先生（共著）の著作物「医療に恵まれないところでの歯

科保健の手引き 改訂版」の著作権譲渡契約書を村居正雄先生と 2024 年 2 月に行い、口腔保健

協会と令和 6 年 2 月に出版契約書を取り交わしました。 

審議事項として、松原清吾先生御逝去された為、黒田耕平先生が新たに監事のご就任が承認さ

れました。令和 5 年度の報告書が承認され、令和 5 年度の決算について承認されました。 

 

《第二回総会報告》 

令和 6 年度第 2 回総会は、2024 年 7 月 15 日（日）ワイム貸会議室お茶の水にて開催致しまし

た。 

報告事項として、報告書を埼玉県に提出した事及び報告書を印刷物として参加者に配布致しま

した。秋の研修会について、講師：池田憲昭先生、令和 6 年 11 月 24 日日曜日午後に会場ワイム

貸し会議室にて開催される旨報告されました。 

審議事項として、定款により役員改選なので現役員が担う事で総会にて承認されました。 

《令和 6 年度役員》 

代表理事  河村康二 

副代表理事 白田千代子，深井穫博 

理 事   遠藤眞美，河村サユリ，根木規予子，内田千鶴，齋藤孝平，河野伸二郎 

監 事   黒田耕平 

続いて、令和 7 年度の予算案が原案通りに総会にて承認されました。 

河野伸二郎先生     河村康二先生   黒田耕平先生 



4 

 

2024 年度上半期（4～9 月）JAICOH 活動報告 

 

《2023 年 JAICOH 春の研修会》 

・日 時：2024 年 4 月 7 日（日）14:00～17:00 

・会 場：ワイム貸会議室お茶の水 ROOM D 

・プログラム 

 13:30 ～ 受付開始 

 14:10 ～ 総会 

 14:40 ～ 研修会  

“東南アジアでの口腔保健活動” 

  神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科 

  久保田悠先生 

 16:10 ～ 質疑応答 

 17:00 ～  懇親会 

・会費：会員 1,000 円、非会員 2,000 円、学生無料 

  

 

・参加者からのメッセージ 

 2024 年 JAICOH 春の研修会に参加して 

日本大学松戸歯学部障害者歯科学講座 地主知世 

 

 2024 年４月７日（日）、NPO 法人歯科保健医療国際協力協議会（JAICOH）主催による春の研

修会が開催され、講師の久保田悠先生（神奈川県立保健福祉大学ヘルスイノベーション研究科）

より「東南アジアでの口腔保健活動」についてお話を伺うことができました。 

 久保田先生からは最初に、東南アジア諸国における歯科医療に関する教育はまだまだ発展途上

であることを教えていただきました。シンガポールやラオス、ミャンマーは歯科教育機関が国内

に１～２校しかないこと、久保田先生が主に活動されているカンボジアには歯科大学は５校ある

ものの、教科書はカンボジア語に訳されていないことが多いため、学生は母国語ではなく英語で

の学習を余儀なくされているとのことでした。また、高層ビルが建ち並ぶ脇にスラム街があった

り、インフラが普及していないために医療機関が偏在していること、安価の食品には糖を含むも

のが多く早期乳歯う蝕が多いことなど、カンボジアの現状についてのお話がありました。また、

カンボジアで実際に使用されている母子手帳を持ってきてくださり、拝見することができまし

た。妊娠が明らかになると保健センターでもらうことができるそうで、手帳の中には離乳食のす

すめ方や口腔衛生に関する内容も書かれていました。母子手帳があるおかげで、子どもの数や発

育状況の把握には困らないそうですが、出稼ぎのため教育を受ける機会が絶たれ母親たちの識字

率が低いため、母子手帳に書かれている内容を把握できる母親が少ないのが現状だそうです。そ

の一方で、タイでは歯科大学が 12 校存在し、中には日本の東大レベルの大学が存在したり、富

裕層をターゲットとしたメディカルツーリズムが自国産業のひとつになっているとのことでし
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た。このように国や地域による格差が拡大していることが今の国際社会の問題であると久保田先

生は提起されていました。 

 数多くの先人たちが築き上げてきた日本の歯科医療技術や教育は世界に誇るべきものと考えま

す。国際社会の格差問題は簡単に解決できる問題ではありません。しかし、日本の歯科医療者と

して、国際社会でそれぞれの立場でリーダーシップを発揮し、人々の健康に寄与できることがま

だまだたくさんあるのではないかと、講演後の参加者の皆さんの熱いディスカッションを通して

強く感じた研修会となりました。今日より明日、少しでも世界に笑顔が増えていることを願っ

て。 
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《2024 年 第 34 回歯科保健医療国際協力協議会総会・学術集会》 

2024 年 7 月 15 日 お茶の水ワイム貸し会議室 

12:30～ 総会 

13:00～ 開会挨拶 

13:10～ 特別講演 

「歯科医ができる国際医療援助」  

   久保田歯科口腔外科医院院⾧・佐賀大学臨床教授   

久保田 英朗 先生  

14:20～ シンポジウム 

《我ら歯科医療者ができる国際協力とは？》  

・「グローバルオーラルヘルスプロモーションにおい 

  て日本のオーラルヘルスプロフェッショナルに求 

められるもの」 

新潟大学大学院口腔健康科学講座教授/ 

ＷＨＯ協力センター  小川 祐司先生 

・ 「パラオ共和国での医療活動の”これから”を考える」 

NGO パンジープロジェクト  小川 允知 先生  

・ 「ベトナムでの歯科保健活動－歯科衛生士は海をわたる－」 

一般社団法人大分県歯科衛生士会  有松 ひとみ先生 

・ 「歯科医療×公衆衛生」 

落合小児歯科  朱 薫子 先生  

16:00～ ディスカッション 

16:50～ 閉会挨拶 

17:15～ 懇親会 

 

・演者抄録 

抄録集の全ページは HP（https://www.jaicoh.com）からご覧いただけます。 

詳しくは HP をご覧ください。 
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・参加者からのメッセージ  

第 34 回歯科保健医療国際協力協議会「学術集会」の感想 

NGO パンジープロジェクト 小川允知 

 

2024 年 7 月 15 日（祝）、東京都御茶ノ水の会議室にて開催された学術集会に参加させていた

だきました。͒本会では、海外医療ボランティア活動を行っている歯科医師・歯科衛生士の講師

から、海外での医療活動に関する講演や、それぞれの活動報告を拝聴することができました。 

特別講演の講師である久保田英朗先生は、これまで発展途上国において口唇口蓋裂患者の手術を

行ってこられました。さらに、現地の医療人の育成を同時に行うことで、ボランティア支援が不

要となる未来を築く必要性を強調されました。目先の成果ではなく、⾧期的に活動の成果を捉え

ることの大切さを改めて感じました。 

その後、シンポジストに小川祐司先生を迎え、シンポジウムが開催されました。有松ひとみ氏

（大分県歯科衛生士会）は、ベトナムでの活動について報告され、口腔衛生だけでなく栄養管理

や喫煙に関する啓蒙活動を行ってきた経験を共有されました。近年では、介護予防にも取り組ま

れているとのことで、大変興味を引かれました。また、朱薫子先生（落合小児歯科）は、大学卒

業後にフランスの公衆衛生学院へ留学した経験を報告され、今後も公衆衛生のキャリアを積んで

いく予定であると語られました。今後、そういった面での活躍が期待されますので、また未来の

学術集会にて報告をしていただければと思います。 
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最後に、シンポジウムの総括として、小川祐司先生より「グローバルオーラルヘルスプロモー

ション」についての講演が行われました。この中では、オーラルヘルスプロモーションをどのよ

うに推進していくべきかについて、会員と概念が共有されました。自分の知識の不足している部

分を補うことができ、今後の活動につながる貴重な学びを得ることができました。 

このシンポジウムでは、私にもお話しする時間を設けていただき、大変感謝しております。集会

終了後、多くのアドバイスをいただくことができ、充実した時間を過ごせました。誠にありがと

うございました。  

また、ぜひとも学術集会に参加させていただきたいと思います。その日を楽しみに、パラオで

の活動を進めてまいります。今後ともご指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

・当日の様子 

挨拶 河村 康二先生    特別講演 久保田英朗先生 谷口健太郎先生   葛生 悠貴先生 

シンポジスト 小川 允知先生       シンポジスト 有松ひとみ先生 

 シンポジスト 朱 薫子 先生         シンポジスト・座⾧ 小川 祐司先生 
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ディスカッション時の様子                 

    深井 穫博先生       久保田 英朗先生         中村 文子先生 
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今後の予定 

 来年度の予定については以下の通りです。 

 ・春の研修会   2025 年 5 月 11 日（日） 

 ・総会・学術集会 2025 年 7 月 13 日（日） 

詳細については，決定次第，登録メール配信およびホームページ（https://www.jaicoh.com）

でご報告してまいります。 

 

ホームページをぜひ，ご覧ください！！ 

 ホームページ（https://www.jaicoh.com）は，過去の JAICOH の活動などもご参考していただ

けるように誰もがダウンロードできる JAICOH レターのページ等も設置しています。ぜひとも，ご

活用ください。 

 

会費登録および年会費納入のお願い 

会員継続および新入会につきましては，改めて会員情報の登

録・更新をさせていただきたく，会員員登録入力フォーム

（https://forms.gle/d9xzxEW8dpDVzgqN6）へのご記入をよろ

しくお願い申し上げます。ホームページからも登録できます。 

登録後、2024 年度の年会費（4 月～3 月）は 4 月以降に納入を

お願いいたします。 

 

<会 費> 

・入会金 なし 

・年会費 賛助会員：10,000 円，正会員： 5,000 円， 

学生会員： 無料 
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<ゆうちょ銀行から窓口で(現金又は口座から)振り込む場合> 

『電信払込み請求書・電信振替請求書』を用いてお振り込みください。 

【記 号】 11440 

【番 号】 04245821 

【名 前】特定非営利活動法人歯科医療国際協力協議会 

【フリガナ】 トクヒ)シカホケンイリョウコクサイキョウリョクキョウギカイ 

※口座からお振り込みの場合は通帳とお届け印が必要となります。 

<ゆうちょ銀行から ATM で振り込む場合> 

【振込先】 ゆうちょ銀行 

【記 号】 11440 

【番 号】 04245821 

【名 前】 トクヒ)シカホケンイリョウコクサイキョウリョクキョウギカイ 

＜他金融機関から振り込む場合＞ 

【店 名】一四八（読み イチヨンハチ） 

【店 番】148 

【預金種目】普通預金 

【口座番号】0424582 

【振込先】 ゆうちょ銀行 

 

 

編集後記 

 2024 年 7 月，NPO 法人化後初めての総会・学術集会は大盛会で終了し，はやいもので秋の研

修会の 11 月になってしまいました。秋の研修会については次回のレターで報告となりますが，

学生，研修医，地域歯科診療所，行政，教育機関の歯科医療者，国際協力活動を⾧年にわたり続

けている歯科医療者，メディアなどのご参加申し込みを頂戴しています。これは，NPO 法人にな

って 1 年が経過し，ちょうど世界がポストコロナということで“何か、国際協力を”と考えたとき

に，当協議会の本来の活動を思い出していただけたおかげだと考えています。最近，当協議会を

通して仲間が増え，活動の幅が広がったというご連絡をいただいた方もいらっしゃいます。これ

からも，国際協力や公衆衛生活動にご興味のある皆様と情報交換ができる場として，情報発信を

続ける重要性を改めて感じております。充実した HP やニュースレターを目指したいと思ってい

ますので，何かご意見がありましたら，事務局までご連絡を頂戴できれば幸いです。遠藤眞美 


